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　　　 ②

　外観から内部構造を想定することも可能です。 写真に写っ

た、 屋根を支える方杖と呼ばれる部材の位置と配置から、

外周の柱の位置を復元することができます。 発掘調査成果

と合わせて、 柱の配置はほぼ判明しました。

『小神野筆帖』（瀬戸内海歴史民俗資料館蔵）

天守の大きさ

天守内部の様子
　高松城天守には内部の様子がわかる写真や図面がありませんので、 文献から推測するしかあ

りません。 『小神野筆帖』 には、 最上階は諸神の間と呼ばれ、 三千体の諸神を祀り、 金の厨

子や四神の旗を飾った特殊な空間であったことがうかがえます。

　また、 明治４ （1871） 年に行われた天守内部の一般公開の様子を記した 『年々日記』 には、

内部に入ると暗いが、 階段を上がると窓があり明るいことや、 上階へ上った際の様子や、 窓か

ら望むことのできる風景等について記録が残っています。

４階「諸神の間」復元平面図（月見櫓参考）

文献から復元した天守の大きさ

　『小神野筆帖』 は、 高松藩士小神野與兵衛が著したものを寛政４

（1792） 年に斉藤次美が補筆した 『小神野夜話』 の異本として知ら

れます。 天守の規模についての記載があり、 発掘調査の成果とも

合致していることから、 その記載内容はかなり信頼性が高いと考え

られます。 天守の大きさに関して抜粋すると

天守五重間数高十七間半内石垣四間 （≒天守は約26.6ｍ）

シャチホコ高六尺五寸 （≒1.97ｍ）

とあります。 また、 各階の広さについても以下の記載があります。

諸神之間（4階） 　

二之間（3階） 　   

三之間（2階） 　　 

四之間（1階）　    

同下（＝地下1階）  

東西７間 南北６間 此畳８０帖

同５間 同６間 此畳６０帖（方位は誤記で逆か）

同９間 同８間 此畳１４０帖

同１２間半 同１１間半 此畳１(２？)８７帖

同６間 同５間 此畳６０帖
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